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　12月６日（水）朝７：30集合・
出発。プノンペン郊外のヘルスセ
ンターへ。舗装の無い湿地帯の中
でこぼこ道を入り、センター着。
結核健診が行われている。カンボ
ジアで一番よい季節とはいえ、
30℃はある。村の高齢者が多く素

足にゴム草履。スタッフがテキパ
キと、こなしている。結核発見率
も高まっているとの事。ＫＡＴＡ
事務所にて、結核予防に熱い情熱
を持つモンキー博士から、縫製工
場等労働者の結核関係取組プロ
ジェクトについて説明を受ける。

日本に比べ罹患率は、桁違いに高い。
　12月７日（木）郊外のピアレン
地区州病院長表敬訪問。日本から
の最新マシンが活躍している。そ
こでの意見交換会。現地家庭訪問
の方々にポロシャツを支給して頂
きたいとの要望があった。私たち

カンボジアスタディツアーの報告
　カンボジア結核対策スタディツアーはコロナ禍により断念しておりましたが、昨年の令和５年12月５日か
ら９日、４年ぶりに再開いたしました。婦人会から２名、結核予防会支部から１名、結核予防会職員２名の方々
が参加されました。

埼玉県地域婦人会連合会結核予防会
会長　柿沼　トミ子



も毎日お揃いのポロシャツで行動
しているが、この白ポロシャツは
なかなかの優れものと思う。私た
ち結核予防婦人会は街頭募金や複
十字シール運動を長年展開して募
金を行ってきている。現地でその
募金の一部が医療器械になったり
して、カンボジアの方々の役に
立っていることがよく理解でき
た。それにも増してポロシャツが、
草の根活動の婦人会と現地を結ん
でいることの絆を感じさせられた
こととなった。
　12月８日（金）ＪＡＴＡ検査セ
ンター視察。
　垣下ジェネラルマネージャーを
始め日本人、現地スタッフとも一
丸となって頑張っている。同朋と
して頭が下がり尊敬の念と誇らし

さを感じると共に、更に結核予防
概念を企業に広げていく必要性を
考える。
　ポルポト時代があったとは言
え、国の発展が急がれる。国民の
多くは公衆衛生に疎い。上水道の
普及、道路改良、住環境の整備、
義務教育の徹底等、山積みのカン
ボジアではあるが平均年齢も若く
活力がある。今後、自助努力も必

要だろうと思慮する。
　今回参加させて頂きましたこと
は、今後の私たち地域活動により
一層生かして参ります。
　お世話になった皆様に深く感謝
申し上げます。

　カンボジアでの大きな活動であ
る農村地域での検診現場の見学に
郊外の保健所に向かいました。保
健所の入り口付近では、周辺の住
民の方が受付をされ、検査の順番
を待っていらっしゃいました。各
部屋には検査機器やレントゲンの
器材が置いてありました。
　カンボジアでは近年、生活習慣
の変化から糖尿病や心疾患等の生
活習慣病が年々増えつつあり、エ
イズ、マラリア、結核のような感
染症も大きな問題となっているよ
うです。
　見学に行った日には、４団体合
同の移動検診チームが訪れていま
した。100名程度の方が対象で、
既に76人が受診され、結核菌検査
の結果４名の方が陽性と判明した
ということでした。
　結核の疑いがあると家族や周辺

住民にまで聞き取りをしてきめ細
かなサポートが成され、結核の発
症が確認されるとプノンペンの病
院での治療になるそうです。
　カンボジア結核予防会では活動
内容の説明を、スライドを見なが
らお聞きしました。婦人部の方か
らも活動内容を聞かせていただき
ました。活動のひとつである「痰
の採取」では、熱い地域ですので
保冷ボックスを持ってまわってお
られるとのことでした。

　カンボジアの人びとの健康を丁
寧に見守り啓発活動を実施されて
いるＪＡＴＡの日本人スタッフの
方をはじめ現地スタッフの方々の
働きを、「目で」「肌で」感じるこ
とが出来ました。
　日本での複十字シールの運動が
カンボジアの地で「役立っている
んだ」と、うれしく思いました。
これからの複十字シール運動に大
きな自信と力になりました。

京都府連合婦人会
副会長　森田　雅子

（2） 令和６年３月15日健　康　の　輪



　12月５日の深夜、カンボジアの
首都にあるプノンペン国際空港に
到着しました。今年の日本は暖冬
と言われ比較的暖かい日が続いて
いますが、熱帯気候のカンボジア
はやはり暑く、流れる空気の違い
を肌で感じました。道路には犇め
き合う程のオートバイや車が走
り、道路脇には簡素な露店が立ち
並ぶ、そんな「カンボジア」とい
う場所で得られた貴重な経験の一
部を報告致します。
　研修期間は３日間で、結核対策
を行っている複数の施設を訪問し
ました。私は今回、結核予防会千
葉県支部の職員としてこのスタ
ディツアーに参加させていただき
ました。健診機関の職員として、
JATAの健診・検査センターでの
ことを主にご紹介します。
　JATAの健診・検査センターは、
2015年７月より国立保健科学大学

のキャンパス内（※12月21日より
移転準備し、１月15日より新天地
でオープン）に開設し、2020年か
らは予防会単独で事業を継続して
います。日本式の健診システムを
導入しカンボジアにいながら日本
と変わらない品質の健康診断が受
けることが可能です。ここでは、
JATAジェネラルマネージャー垣
下さんより説明を受け、その中で
２つの印象深い話がありました。
１）�採血室の椅子がリクライニン

グチェアになっていること
２）�人間ドックを受けられる方が

月に10名程しかいないという
こと

　カンボジアには教育の場におい
て健診を受ける機会がないため、
日本のように子どもの頃から毎年
検査する習慣がありません。よっ
て採血の場では緊張して倒れてし
まう人が多くいたため導入したと
のことでした。人間ドックを受け
る人が少ないことも同じ理由で、
大人になってから急に健康のため

に健診を受けようとはならないか
らだそうです。経済発展の著しい
カンボジアですが、地域格差が大
きく健康への意識の低さは大きな
課題だと感じました。
　今回、スタディツアーに参加さ
せていただいて、これまで自分た
ちが行っていた寄附が実際どのよ
うなことに使用されているのか現
地の方々から直接説明いただける
ことはとても励みになりました。
しかし、未だに必要な支援が足り
ないという現状も改めて実感する
ことが出来ました。ここでの経験
をより多くの方に伝えられるよう
に千葉県でより一層活動に尽力し
て参ります。
　余談になりますが、２日目の夜に
行われた現地職員との夕食会で当
財団のマスコットキャラクター「け
んしー」のぬいぐるみをCATA所
長にプレゼントし、カンボジアの
方々に「けんしー」をアピールす
ることが出来たことをとても嬉しく
思います。

公益財団法人ちば県民保健予防財団
調査研究部企画広報課　主事　大森　冴梨
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穏やかな日々を願いながら
結核予防会総裁　秋篠宮紀子

冬のアケボノスギの美しい姿、
柚子の香りに惹かれて

　昨年の秋から冬にかけては、例年より暖かく感じ
られる日が多く、御用地内の木々の葉もゆっくりと色
づいていくようでした。モミジやドウダンツツジが
段々と紅葉し、高木のメタセコイアは、緑色から褐
色がかったオレンジ色の葉へと綺麗に染まっていき
ました。メタセコイアは、その紅葉が曙の空の色に
近いことから「アケボノスギ（曙杉）」という和名が
つけられていることを、以前に散策していた折に宮
様が教えてくださいました。宮様は、平成３年の歌
会始において「二十年余の月日過ごせし我が庭に曙
杉の森広がれる」と詠ま
れています。アケボノス
ギは、寒さが増して落葉
すると円錐形の樹形が際
立ち、冬の御用地に印象
的な風景を作り出します。
　宮邸の近くにも、樹齢が60年を超える高さ30m以
上のアケボノスギが１本立っています。その根元に
は、古くなった木製のブランコがあり、小さな滑り
台が残っています。子どもたちが小さかったときは、
幼稚園や小学校から戻ってから、ここでよく遊んで
いました。
　アケボノスギの周りに植えられている柑橘類の
木々には、毎年、様々な大きさや色合いの果実が実
ります。50年程前からあると思われる三宝柑の木に
は、今年もたくさんの鮮やかなオレンジ色の実がつ
きました。また、柚子の木は、江戸時代から柚子の
産地である青梅市に住む人からいただいた苗から育
ち、６m以上の高さになり、たくさんの実を結びま
した。

　昨年の暮れは冬至を迎
える頃になっても、日中
はまだ暖かく感じられる
日もありました。このよ
うな気候に植物も戸惑っ
ているかもしれないと思
いながら、休み時間にス
タッフと一緒に柚子の実

を採りました。高い枝にある実に手が届くよう、脚

立を使い、枝には鋭く長いトゲがあるため、肘まで
ある長い厚手の手袋を着けて作業をしました。脚立
に登って柚子の実を採る人、脚立の下を押さえる人、
収穫した実を入れる緑色の作業袋を持つ人など、手
分けをしながら作業を進めました。時にはトゲが刺
さってちょっと痛いこともありましたが、柚子の実
を摘むときの芳しい香りに惹かれ、時が経つのを忘
れて皆が夢中になっていました。

季節はめぐり、冬の恵みをいただく

　収穫した柚子の実を各々が持ち帰り、ジャムの材
料にしたり、皮を刻んで乾燥させてお饂飩の薬味に
したり、柚子湯に使ったりしました。毎年夏に作る
梅シロップのように作ってみてはとの宮様のお勧め
で、刻んだ柚子と氷砂糖を大きな瓶に交互に重ねて
入れ、柚子シロップを初めて作りました。柚子シロッ
プをお湯で溶いて作る「ホット柚子」は、体が温ま
り、香りもよく、家族にもスタッフにも好評でした。
　トゲのある枝の中でもたくましく育った実を一つ
ずつ念入りに洗い、傷んだ部分を除き、皮をむき、
果汁を絞り、内袋と種を分けて、ジャムやシロップ
を作りました。この時間も、柚子のさわやかな香り
に心も体も癒されるようでした。柚子にはレモンに
匹敵するほどのビタミンCが多く含まれているそう
で、疲労回復にもよいとのことです。しばらく体調
が思わしくなかったときに、柚子の実は、私を支え
てくれた大事な庭の恵みの一つでした。
　今年の冬も柚子のジャムを小さな瓶に詰め、包装
して黄色や緑色のリボンで結び、お世話になった
方々にお届けしました。そうした中で、日々の暮ら
しの工夫や知恵、お助け道具などについて語り合う
友から、新たな柚子ジャムのレシピが届き、心が弾
みました。奈良の親しい友は、私の体調を気遣って
吉野の本葛を使った葛湯を送ってくださいました。
その葛湯を、会津の職人が目の見えない人と協力し
て作り上げた漆塗りの器
とお匙で頂きました。こ
れも大切な友からの贈り
物です。指先でふれる漆
器の柔らかく優しい感触
と、とろみのある葛湯は、

トゲの中の柚子の実

会津塗の器と吉野の葛湯

御用地内のアケボノスギ
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心と体の緊張を和らげてくれました。

２月の結核予防関係婦人団体中央講習会
各地で活躍する皆さまにお会いして

　今年も結核予防関係婦人団体中央講習会が東京で
開催され、結核予防活動をはじめ、食育、防災、交
通安全、子育て支援など、多岐にわたってそれぞれ
の地域で活躍する婦人会の76名が参加しました。
　講習会の初日は、結核を中心に、感染症や呼吸器
疾患など、健康に関わる専門的な内容の講義が開講
されました。講師は体験談を交えながら分かりやす
く話し、私も学びを深めることができるこの時間を
毎年楽しみにしています。
　２日目の情報交換会は、婦人会の大切な役目であ
る「傾聴」がテーマでした。参加者はグループに分
かれて円卓を囲み、傾聴の練習としてメモをとらず
に相手の話を聞きます。その後の各グループからの
発表では、様々な意見や感想を伺うことができました。
　今年も、中央講習会の２日間は、講義の合間や情
報交換会で参加者とお話をする機会がありました。
北陸からいらした参加者に能登半島地震のお見舞い
をお伝えしたところ、大変な思いをされている被災
者のことを気遣いながら、ゆっくりと話されました。
また、以前に地震や大雨による自然災害があった東
北や山陽、九州などからの参加者も、被災当時のこ
とをふり返り、体験されたことを語られました。こ
のように相手の気持ちに寄り添い、話に耳を傾ける
「傾聴」について、講習会で婦人会の皆さまとご一
緒に学べたことは大変ありがたいことでした。

人々の話に耳を傾け、心のうちを歌に詠む

　中央講習会を終えてから、後日、宮様とご一緒に、
この春の出発に向けて研修を受けている80名を超え
るJICA海外協力隊員とお会いしました。職種は、
医療保健分野の保健師、助産師や看護師、理学・作
業療法士、さらに高齢者介護から学校教育、コミュ
ニティ開発、水質検査など多岐にわたっています。
水の大切さと現地での活動の抱負を語ってくれた能
登半島で被災した隊員や、他言語を習得する難しさ
を感じつつも、経験を活かして任国で取り組みたい
との思いを伝えてくれた年輩の隊員など、一人一人
の話から、大事な役割を担っていく決意が感じられ
ました。
　このように伺ったお話から思いをめぐらせ、詠む
和歌の内容につながることもあります。結核予防会
の仕事で会った保健師からのお話や旅先で見たり聞

いたりしたお話などから、様々なテーマで詠んでま
いりました。ときには、心のうちを歌の形にするの
に時間がかかり、苦心することもありましたが、家
族や友人に相談したり、歌人でもある御用掛に親切
にご指導をいただいたりしながら、毎月、和歌を詠
み続けることができることはとてもうれしく、これ
からもこのような時間を大事にしてまいりたいと思
います。
　こうして30年以上にわ
たり詠進してきた歌は、
短冊に清書し、それを短
冊箱に収めて提出してお
ります。この箱の蓋には、
輪島塗の職人の手によっ
て桜と紅葉の蒔絵がほど
こされています。
　輪島塗をはじめとする漆器や陶磁器、織物、染め
物などの伝統工芸品が、能登半島やその近隣の地域
で生み出されてきました。この度の地震によって、
能登半島に暮らす多くの職人が住まいと工房、さら
に道具類や、すでに作られた品々などを失い、避難
生活を送られていると伺い、心を痛め、とても案じ
ておりました。
　そのような折、２月中旬に東京で開催された石川
県の伝統産業の展示会を訪ねました。作り手や、流
通・販売に携わる人の語る言葉に耳を傾け、私にとっ
て今まで知らなかった大切なことを学ぶ時間になり
ました。また、被災された職人方が大変な生活の中
でも仕事を再開しているお話も伺いました。輪島塗
は、木地、下地、中塗り、上塗り、加飾などの工程
を専門の職人が分業して作り、１つでも工程が抜け
ると完成することが難しくなるそうです。手間のか
かる作業であっても、長く受け継がれてきた技術や
手法を守り、次世代に伝えていこうとする人たちの
強い意志が伝わってきました。こうした方々との出
会いが、いつか言葉を紡ぎ、和歌の形になるかもし
れません。
　東京では草木が芽吹き、春の兆しが感じられる季
節となりました。この度の大きな地震によって影響
を受けた方々が穏やかな日々を送ることができます
よう、心より願い続けて
おります。

輪島塗の短冊箱

春庭のコブシの蕾が膨らみて
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北海道地区

　令和５年７月
５日、第55回北
海道家族の健康
をまもる講習会
が北海道立道民
活動センターか

でる２・７で開催されました。
　北海道結核予防会、北海道対が
ん協会、北海道食生活改善推進員
協議会、北海道健康をまもる地域
団体連合会が主催、行政の立場か
ら北海道健康安全局の後援を頂き
「北海道のがんと生活習慣病の現
状」について報告がありました。

全体交流会を行い、参加団体の活
動報告とそれに伴う問題解決への
模索と対策が発表され共感が持た
れました。
　研修講演札幌がん検診センター 
津田桃子 医師による「大腸がん
検診と便秘外来について」拝聴、
私達は健康に生きるため食生活、
運動身体的代謝を継続
して毎日を生きる、病
気の早期発見のために
検診を受ける。結核・
コロナ等感染症対策、
がん予防とその事を啓

発する人々に協力、健康をまもる
啓発活動の灯を消さない決意を共
有しました。少子高齢化の影響は
多様な社会の変遷に表れていま
す。私達は北海道民の健康をまも
る啓発団体として出来る事を継続
して「持続可能な社会づくり」に
努力していきたいと思います。

北海道健康をまもる地域団体連合会
会長　齋藤ヨシ子

東北地区

　令和５年11月
１日～２日山形
市の「ホテルメ
トロポリタン山
形」において東
北各県から70名

が参加し東北地区結核予防婦人団
体幹部研修会が開催されました。
　最初の講演は、結核予防会総務
部総務課長辻知子氏より「結核予
防婦人会活動と複十字シール運動
について」と題して複十字シール
運動の重要性、ワンコインワンユ
ニフォーム募金のお話をしていた

だきました。続いての講演は、結
核予防会国際部付小野崎郁史氏の
「結核と国際協力の関わりについ
て」世界の国々の結核の現状、募
金を通して国際協力が出来ている
ことを学ぶことが出来ました。記
念講演は山形県健康福祉部　医療
統括監阿彦忠之氏より「結核と新
型コロナウイルス感染症～似てい
る点と違う点」と題してのお話を
お聞きし改めて結核と新型コロナ
の正しい知識を得ることが出来ま
した。参加者から大変勉強になっ
たとの感想が寄
せられました。
　ス ペ シ ャ ル
トークとして山
形県住みます芸
人として活躍を
しているソラシ

ドの本坊元児氏より「お笑いと農
業～未来を切り開くための生き方
～」と題してこれまで歩んできた
ことを漫才人として笑いを交えな
がらのトークで緊張が和らいだ時
間となりました。
　懇親会は、やまがた舞子の踊り
を堪能しながら、情報交換、交流
を深めることが出来ました。久々
の対面での研修会は人と人のふれ
合い、コミュニケーションの大切
さを実感することができ、楽しく、
充実した一日となりました。

山形県結核成人病予防婦人団体連
絡協議会
会長　五十嵐雪子

令和５年度地区別結核予防幹部研修会（４地区）
開催地よりご報告
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関東甲信越地区

　令和５年12月
８日（金）第16
回関東甲信越地
区結核予防婦人
団体幹部講習会
が57名の参加者
でホテルメトロ

ポリタン高崎で開催されました。
　結核予防会国際部付部長小野崎
郁史先生からは、世界では結核は
まったなし、複十字シール募金が

なければやっていけない等私たち
が集めた募金が役に立っていると
講演いただきました。結核予防会
結核研究所名誉所長の森亨先生か
らは初期症状は、風邪と同じ、症
状が長引いたら結核を思い出して
下さいと。また、子供は感染する
とすぐに発病しやすく重症化にな
りやすいので生後５カ月から７カ
月にBCG接種するのが有効とも
お話して下さいました。結核予防
会総務部の辻知子総務
課長からは、関東甲信
越地区の募金状況、婦
人会の協力、さまざま
な募金の形についてお
話いただきました。

　終了時には、早速婦人会の皆さ
んが「ワンコインワンユニフォー
ム募金」のポロシャツを購入して
いました。
　県内では初めて参加された会員
も多く大変勉強になったと多くの
感想が寄せられました。
　これからも講習会で学んだ正し
い知識を伝えて行きたいと思って
います。

群馬県地域婦人団体連合会
会長　大竹　恵子

九州地区

　令和５年11月
１日(水)～２日
(木)九州地区結
核予防幹部講習
会が九州内７県
より約200名参
加者の下、長崎

市で開催されました。世界中を震
撼とさせたコロナ感染症も第５類
へ移行し、講演は長崎大学の迎寛
教授による「結核診療の現状と課
題」・結核予防会結核研究所の森
亨名誉所長はリモートで「子ども
の 結 核 ゼ ロ か ら 結 核 終 息 へ －

BCG接種－」、全国結核予防婦人
団体連絡協議会・山下武子事務局
長は「結核予防婦人会の活動につ
いて」をお話し頂きました。シン
ポジウムは「地域における結核予
防婦人会の活動」と題して福岡県・
熊本県・長崎県の会員が発表しま
した。
　結核はいまだ日本における主要
な感染症の１つだが、官民一体の
取組が功を奏し罹患率及び患者数
ともに減少を続けているそうで
す。結核の症状は「風邪」とよく
似ていることから受診
や診断が遅れるので咳
や微熱が長引く場合は
早期に医療機関を受診
する。本人だけではな
く家族にも気を配る
事。近年は海外者が入

国して感染する傾向があり、完全
に治療をして帰国させる事も大切
だと知りました。
　各県でも独自の活動を熱心にさ
れていて心強さを感じると共に、
今後も他団体と連携を取りながら
情報を共有し楽しく活動していき
たいと思いました。講演終了後は、
会場内で募金をお願いしたところ
54,041円の芳志を頂きましたので
福岡県の木下会長より結核予防会
へお渡ししました。皆様へ感謝を
申し上げます。

長崎県地域婦人団体連絡協議会
会長　兒玉　涼子

　令和５年度よ
り栃木県結核予
防婦人連絡協議
会の会長に就任
いたしました寺
山厚子と申しま
す。どうぞよろ

しくお願いいたします。
　私達の主な活動は、毎年の複十
字シール募金運動と、知事表敬訪

問をして県民へのアピールを応援
して頂くことです。
　そのような中で、昨年12月に開
催された第16回関東甲信越地区結
核予防婦人団体幹部講習会に参加
し、多くの事を学ばせていただき
ました。特に「子どもの結核ゼロ
から結核終息へ－BCG接種－」
と題する、結核予防会結核研究所
名誉所長 森亨先生のお話にあら
ためて私達の活動の意義を強く感
じました。日本は2022年に「低ま
ん延国」となりましたが、まだ沢

山の問題を抱えていること。薬の
開発は進み、子供達はＢＣＧの高
い摂取率により小児結核罹患率は
激減しましたが摂取をやめてしま
うと増加の可能性が高いこと。こ
のようなお話を、子を持つ親達に
是非聞いてほしいと強く感じまし
た。
　伝染病結核の根絶を目指して、
正しい知識が広まり、予防の意識
が高まるように活動を続けてまい
ります。

栃木県結核予防婦人連絡協議会
会長　寺山　厚子

新会長就任ご挨拶
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　2023年11月８日（水）、公益財
団法人結核予防会尾身理事長、小
林事業部長、公益社団法人全国結
核予防婦人団体連絡協議会より山
下事務局長が厚生労働大臣へ表敬
訪問を行いました。同年９月に新
設された健康・生活衛生局感染症
対策部の佐々木部長にお会いし、
複十字シール運動への協力をお願
いすると共に、第74回結核予防全
国大会で採択された決議宣言文に
要望書を添えてお渡ししました。
　新型コロナウイルス感染症の流
行によって、感染症対策の重要性
が再認識されました。感染症対策
部は今後の感染症の危機に備え、
感染症対策を強化するための部署
に位置づけられています。『令和
５年度結核予防週間実施要領』で

は「結核のみにとどまらず、呼吸
器疾患などの感染症についても積
極的な普及啓発活動を行い、感染
症全般に対する予防対策の一層の
推進を図る。」ことを趣旨として、
「国民の結核をはじめとする、呼
吸器疾患などの感染症に対する正
しい理解を得るため、地域の団体
組織等を通じて、より一層の普及
啓発を図る。」という重点目標が
掲げられました。
　新型コロナウイルス感染症は
2023年５月８日から感染症法での
分類が５類感染症に移行しました
が、結核は今もなお、重大な２類
感染症です。かつて結核は亡国病
と呼ばれ、死亡原因の首位を占め
ていましたが、国と民間団体が協
力して予防や治療に取り組んだ結

果、2021年に結核罹患率（人口10
万対）は9.2を達成し、結核低ま
ん延国の仲間入りを果たしまし
た。しかし、今後も結核撲滅に向
けて国内では高齢者と外国出生者
の問題、世界ではアジアやアフリ
カなど、結核患者の多い国々の結
核対策を行うことが重要な課題と
なっています。
　当日は、感染症対策部感染症対
策課の荒木課長をはじめとする職
員の皆様にも多数ご出席いただき
ました。そして集合写真の皆様の
笑顔を見ながら、官民一体となっ
た結核予防の歴史が今につながっ
ていることを改めて実感しまし
た。

厚生労働大臣表敬訪問複十字シール運動

令和６年能登半島地震において被災された皆様方に
心から御見舞いを申し上げます。

　全国各地域の婦人会において、被災者支援や復旧、復興のための活動を実施している皆様に心より
感謝申し上げます。今後も継続的な支援活動を展開していくために、皆さまの暖かいお力添えのほど
よろしくお願いいたします。
　被災地の一日も早い復旧、復興を心よりお祈り申し上げます。

� 公益社団法人全国結核予防婦人団体連絡協議会　会長　木下　幸子

（8） 令和６年３月15日健　康　の　輪



はじめに

　ジンチョウゲ、クチナシ、キン
モクセイなど美しい香りが春の訪
れを告げてくれる。ふと香りに癒
される瞬間である。香水の調香に
オーバードーズという手法もある
そうだ。

医薬品過剰摂取

　昨今社会問題として浮き彫りに
なっているのは、残念ながら香水
ではなく、医薬品の過剰摂取によ
るオーバードーズである。オーバー
ドーズが原因ではないかと疑われ
る救急搬送が、このところ10代～
30代で急増している。それ以前か
ら増加傾向にあり、2022年の実績
は前年に比べると、10代118%、20
代107%、30代108%であった。また、
10代以降全年齢階級を通して、男
性に比べると女性の実績は高く、
特に、10代～30代では女性は男性
の３～４倍となっている。薬効別
では身近な市販薬が多いこともわ
かってきた。厚労省研究班による
調査結果によると、解熱鎮痛薬、
せき止めなど鎮咳去痰薬、かぜ薬
の順であった。搬送前に服用され
た量は平均で約100錠に上った。
　また、薬物使用と生活に関する
全国高校生調査2021の結果から、
約60人に１人の割合（高校生全体
の1.57%）に過去１年以内に市販
薬の乱用経験のあることが分かっ
た。市販薬の乱用経験のある高校
生を乱用経験のない高校生と比較

すると、①男性より女性が多い、
②インターネット使用時間が長い
など生活習慣に特徴、③学校が楽
しくない、家族との夕食頻度が少
ないなど家庭生活に特徴、④コロ
ナ禍による自粛生活に対するスト
レスが高い、つまり社会的孤立と
いう共通項が見えてきた。乱用の
背景には社会的孤立や生きづらさ
のあることが判る。

スマホと心の健康

　様々な調査で、１日に４～５時
間SNSをやっている若者は「自分
に不満を持っている」「不安や気
分という落ち込みを感じている」
ことが示されている。とりわけ10
代の女子に顕著なのは、女子の方
がスマホを見ている時間の多くを
SNSに費やしているからかもしれ
ない。調査対象の15歳女子の62%
が、心配、腹痛、不眠といった長
期的なストレスの症状を訴えてい
て、80年代に比べてその数は倍に
上っている。社会的孤立や生きづ
らさとは、このような心理状態が
蓄積してこころの健康に不調が生
じているのかもしれない。

過剰摂取を防ぐためには

　オーバードーズを防ぐには次の
ような工夫が示されている。例え
ば、薬を家族に管理してもらう、
製粉してもらう、受診間隔を短くす
る、日頃からストレス解消法を持っ
ておく、我慢せずに周囲に助けを
求める等である。若者が薬物乱用

する前段階や初期段階から相談し
やすい場を増やし、薬物依存から
立ち直る体制整備も必要である。
　「孤独」とは、１人がつらい場
合に使われる言葉である。たくさ
んの人に囲まれていても孤独だと
感じる場合もある。孤独とは、望
んでいる社会的接触と実際に感じ
ている社会的接触のレベルに差が
あると不安を生む。大切な友人や
知人が連絡を取りたくなさそう
だったり、誘っても興味がなさそ
うだったりした場合でも、その人
が本当に人付き合いを避けたいの
ではなく、孤独のせいかもしれな
いということを知っておくといい
と思う。根気よく連絡を取り続け、
集まる時には誘おう。楽しいこと
をする時に誘わないと、「あなた
はもうグループに属していない」
というシグナルを出していること
になってしまう。

おわりに

　「スマホ脳」の著者アンデシュ・
ハンセンによれば、不安は事前の
ストレスなのだという。不安や心
配などの反応は逆に自らの心の健
康状態を教えてくれる。まずは、
休息や睡眠をできるだけとること
が大切である。そして、自分の中
に気持ちや思いをため込まず、吐
露することが重要であろう。他の
人と連帯を感じるたびに脳が「幸
せな気分」というごほうびをくれ
る、春の匂いをのせて。

埼玉医科大学社会医学
教授　　亀井美登里

オーバードーズ

（9）健　康　の　輪令和６年３月15日



複十字シールコンテストの結果発表

　2023年11月フランス・パリにて、国際結核肺疾患予防連合 (UNION) の
主催する第53回肺の健康世界会議においてクリスマスシール（複十字シー
ル）コンテストが開催され、日本（結核予防会）が第２位に入賞いたしま
した。
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